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 夏休みが終わり、８月２６日には子ども達の元気な声と笑顔が戻ってきました。夏休み中に大きな事件・事
故の連絡もなく、ひと安心しているところです。子ども達一人一人が、『自分の命は自分で守る』ことを意識
し、毎日を安全に過ごしてくれたからだと思います。 
 前期後半は１０月１０日までと短いですが、前期の学習のまとめの時期であり、校外学習や体験学習など 
も予定されています。これからも充実した日々になる 
よう、教職員一同、全力で努めます。今後ともご理解、 
ご協力のほど、どうぞよろしくお願いします。 
       
 
       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

職員研修 
 夏季休業期間中に先生たちはあらゆる 
研修を行い、熱心に学びました。 
（以下は牧山小で実施した研修） 
 

・綱紀粛正に関する研修 （７月１８日） 

  不祥事防止（全般）・個人情報の適切な管理・
飲酒運転および交通事故交通違反の防止・ハ
ラスメント防止・体罰罰及び児童生徒への不
適切な言動の防止 

・メンタルヘルス・アンガーマネジメント 
対人スキルアップ研修 （７月２２日） 

・人権研修 （７月２２日） 

  同和問題・LGBTQ 等 

・不祥事防止に関する研修 （８月２１日） 

  パワー・ハラスメント防止について 
・北九州いじめ防止校内研修パッケージ（追補版）
に係る校内研修 （８月２１日）  

  
この他にも、個別に GIGA 端末活用研修や各教

科研修、各年次の教育センター研修、校外の人権
研修や保育士体験等にも参加しました。 

今年度の北九州市立小中学校のタブレット端末
更新に伴い、新しいタブレット端末が夏休みに届き
ました。夏休み中に先生方が１台１台点検し、児童
の名前シールを貼る作業を行いました。 
これで前期後半から新しい端末を 
使って学習することができます。 
（保証期間の関係で実際に使用で 
きるのは９月１日からです。） 
以前の端末に比べて丈夫で、動 

作もスムーズだそうです。児童の 
皆さんは、端末を壊すことがない 
よう大切に扱ってください。 
 
※本日、tetoru で「新しい児童生徒端末の運用開始につい

て（お知らせ）」を配信しています。ご確認をお願いします。 

Ｒ７ 牧 山 小 だ よ り 
思いやりの心をもち、自ら学び自ら考え、心身ともに 

元気に仲良く活動できる牧山っ子を目指して！！ 

 

９月の主な行事 
 

１日（月） いじめに関するアンケート 

シャボン玉石鹸オンライン見学（３年） 

２日（火） 天文学習（４年） 

  ５日（金） 委員会活動（５・６年） 

 １０日（水） 研究授業のため５校時後下校 

１１日（木） 租税教室（６年） 

 １２日（金） クラブ活動（４・５・６年） 

１５日（月） 敬老の日 

 １９日（金） 社会科見学（３年） 

 代表委員会（４・５・６年） 

２２日（月） 社会科見学（４年） 

２３日（月） 秋分の日 

 ２６日（金） 委員会活動（５・６年） 

 ２８日（日） 人権教育学習参観 11:40 下校 

 ２９日（月） 振替休日 
  

※毎週火曜日 ひまわり教室（３年） 
※毎週水曜日 フッ化物洗口 
※毎週木曜日 読み聞かせ がらがらどん 

８/２６（火）  シェイクアウト訓練 

８/２８（木）・２９（金） 夏休み作品展 

                        ２日間にわたって開催
した「夏休み作品展」には、
数々の力作がランチルーム
いっぱいに展示されまし
た。また今年度は、保護者
の皆様にも観覧していただ
くことができました。 

子ども達は「これ、私が作ったのよ！」「来年はこ
んな作品をつくろうかな」と、感想を言い合いなが
ら、楽しそうに作品を見ていました。 

タブレ
ット端末が新しくなりました！

９月１日の防災の日（関東大震災があった日）を
前に、放送による「シェイクアウト訓練（地震対応
訓練）」を行いました。地震発生の放送とともに、
机の下に避難し、揺れが収まり避難指 
示の放送が流れると、先生の指示のも 
と、避難経路の確認を行いました。 
自然災害が多い日本。最近は、トカ 

ラ列島の地震をはじめ北海道から沖縄 

まで地震が頻発しており、火山活動も活発になって
います。また７月３０日にはカムチャッカ半島沖地
震の影響で、日本列島の広域に津波警報が発令され
ました。自分や大切な人の命を守るためには、日頃
から災害に対する危機意識をもち、行動できるよう
防災対策や準備をすることが肝要です。 

https://www.irasutoya.com/2018/06/blog-post_689.html

